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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録 

石
州
半
紙 

二
〇
〇
九
年
九
月
三
十
日
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
・
石
州
半
紙
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
が
決
定 

二
〇
〇
三
年
、
ユ
ネ
ス
コ
が
「
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
芸
能

や
伝
統
工
芸
技
術
な
ど
、
世
界
の
代
表
的
な
無
形
遺
産
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
遺
産
の
保
護
・
継
承
を
図

る
も
の
で
す
。
今
回
、
日
本
か
ら
は
石
州
半
紙
（
せ
き
し
ゅ
う
ば
ん
し
）
を
含
む
一
四
件
の
無
形
文
化
遺
産
が
代

表
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
和
紙
の
分
野
で
は
石
州
半
紙
が
初
め
て
の
記
載
に
な
り
ま
す
。

 

石
州
和
紙
会
館
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
k
i
s
h
u
.
j
p
/
w
a
s
h
i
k
a
i
k
a
n
/

） 

重
要
無
形
文
化
財
の
「
石
州
半
紙
」
を
代
表
と
す
る
石
州
和
紙
の

技
術
・
技
法
は
、
三
隅
町
を
中
心
に
住
む
職
人
の
手
で
一
貫
し
て
保

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
数
年
間
で
貴
重
な
職
人
と
し
て
の
人

材
を
失
い
、
事
業
所
は
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
浜
田
市
三
隅
町
古
市
場
の
三
隅
中
央
公

園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
石
州
和
紙
会
館
は
、
石
州
和
紙
の
技
術
伝
承

を
研
修
す
る
施
設
と
し
て
後
継
者
育
成
を
図
り
、
日
本
の
和
紙
・
国

際
交
流
の
情
報
発
信
、
会
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
和
紙
の
製
造
・
商
品
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
様
々
な
作
品
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
紙
漉

き
体
験
も
で
き
ま
す
。 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
五
五
・
三
二
・
四
一
七
〇 

島
根
県
西
部
の
石
見
地
域
（
石
州
）
で
は
、
平
安
時
代
に
は
製
紙
が
行
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
津
和
野
、
浜
田

両
藩
が
製
紙
を
奨
励
し
た
結
果
、
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

石
州
で
漉
か
れ
る
半
紙
大
の
紙
は
、
大
坂
商
人
た
ち
の
帳
簿
用
紙
と
し
て
重
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
石
州
半
紙
の
名
が
広
ま

り
ま
し
た
。 

原
料
に
地
元
産
の
良
質
な
楮
（
こ
う
ぞ
）
を
使
い
、
伝
統
的
な
手
作
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
石
州
半
紙
は
、
自
然
な
風
合
い

を
持
つ
、
大
変
強
靱
な
和
紙
で
す
。
現
在
で
は
障
子
紙
や
書
画
用
紙
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「棚田祭り」 浜田市三隅町 

第１回なつかしの国石見フォトコンテスト入賞作品 
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様
を
理
解
し
た
の
だ
。 

総
会
の
呼
物
は
、
石
見
神
楽
や
郷
土
の
民
謡
な

ど
盛
り
沢
山
だ
っ
た
が
、
意
外
な
呼
び
物
は
、
毎

回
の
知
事
の
挨
拶
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
故
郷
と

県
人
を
結
ぶ
強
い
絆
は
、
澄
田
さ
ん
に
よ
っ
て
、

よ
り
固
く
結
ば
れ
た
の
だ
。 

私
が
会
長
と
な
っ
た
時
、
新
し
い
県
人
会
の
理

念
と
し
た
の
が 

“
島
根
は
一
つ 

”
で
あ
っ
た
。

出
雲
、
石
見
、
隠
岐
の
三
ヶ
国
で
成
立
つ
島
根
県
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
文
化
の
違
い
か
ら
、
こ
れ
ま

で
は
何
処
か
よ
そ
よ
そ
し
か
っ
た
。 

考
え
つ
い
た
の
が
三
ヶ
国
に
よ
る
輪
番
制
で

あ
る
。
年
度
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
、

そ
の
三
角
形
を
廻
わ
す
こ
と
で
、
丸
い
円
に
一
体

化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
案
を
最
も
強
く
支
持
し
て
下
さ
っ
た
の

が
、
外
な
ら
ぬ
澄
田
さ
ん
だ
っ
た
。
思
う
に
、
県

政
に
当
た
っ
て
、
誰
よ
り
も
こ
の
こ
と
に
腐
心
さ

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

澄
田
さ
ん
に
か
か
わ
る
一
つ
の
思
い
出
が
あ

る
。 

 

県
立
美
術
館
の
閉
館
時
刻
の
設
定
だ
。
新
し
い

県
立
美
術
館
を
、
夕
日
の
美
し
い
宍
道
湖
畔
へ
つ

く
ら
れ
た
の
が
何
年
前
だ
っ
た
の
か
。
問
題
は
美

術
館
の
、
閉
館
時
刻
で
あ
る
。 

「
日
没
後
三
十
分
」
。
日
没
は
四
季
に
よ
り
異
な

る
。
宍
道
湖
に
浮
ぶ
嫁
ヶ
島
、
島
根
半
島
の
山
脈

に
沈
む
夕
日
も
又
、
四
季
に
よ
り
微
妙
に
違
う
の

だ
。 か

か
る
粋
（
い
き
）
な
閉
館
時
刻
を
も
つ
美
術

館
を
、
私
は
知
ら
な
い
。
澄
田
さ
ん
の
文
化
力
と

い
え
ば
、
大
袈
裟
だ
ろ
う
か
。 

多
分
あ
の
世
で
、
独
り
、
美
し
い
宍
道
湖
の
夕

日
を
眺
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
に
ち
が
い
な
い
。 

 
 
 
 

 

「
日
没
後
三
十
分
」 

澄
田
前
知
事
を
偲
ぶ 

近
畿
島
根
県
人
会 

会
長 

 

和
田 

亮
介 

 

去
る
九
月
十
三
日
、
澄
田
信
義
前
知
事
を
偲
ぶ

会
に
出
席
し
た
。 

 

松
江
市
に
あ
る
「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
の
大
会

場
が
、
二
千
余
名
の
人
々
で
埋
る
。 

 

五
期
二
十
年
、
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
島
根

県
政
を
担
っ
た
澄
田
さ
ん
。
そ
の
間
私
は
、
近
畿

島
根
県
人
会
、
近
畿
島
根
経
済
倶
楽
部
の
二
つ
の

会
で
、
澄
田
さ
ん
の
謦
咳
に
接
し
て
き
た
。 

 

こ
の
二
十
年
を
通
じ
て
の
私
の
印
象
は
“
誠

実 

”
の
二
字
に
つ
き
る
。
偲
ぶ
会
で
、
祭
壇
上

の
遺
影
に
献
辞
し
た
五
名
の
方
々
の
、
前
知
事
を

偲
ぶ
様
々
な
言
葉
も
、
こ
の
二
文
字
に
帰
納
す
る

だ
ろ
う
。 

 

毎
年
の
近
畿
島
根
県
人
会
の
総
会
に
出
席
さ

れ
、
多
く
の
会
員
の
前
で
県
政
を
語
る
知
事
の
挨

拶
は
、
熱
っ
ぽ
く
は
あ
っ
た
が
、
少
し
の
け
れ
ん

味
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
会
員
は
、
知
事
の
話
に

惹
き
込
ま
れ
、
な
つ
か
し
い
故
郷
の
、
移
り
行
く

 



近畿島根県人会だより（第６３号）                     平成 21 年 11 月 8 日発行   

 

3 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 近
畿
松
江
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

 

茢
田
運
三
郎 

 
 

 

数
あ
る
市
町
村
人
会
の
中
で
も
、
設
立
四
年
と
い
う
近
畿
松
江
会
が
、
こ
の
シ
リ

ー
ズ
の
ト
ッ
プ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
後
ろ
め
た
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
え
て
松
江
会
の
歩
み
の
一
端
を
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

近
畿
島
根
県
人
会
か
ら
、
い
や
し
く
も
県
都
た
る
松
江
に
、
市
人
会
が
無
い
の
は

お
か
し
い
、
と
注
文
が
出
さ
れ
た
の
が
、
た
し
か
平
成
十
七
年
の
こ
と
、
そ
こ
で
設

立
委
員
十
人
が
集
ま
っ
て
、
初
代
会
長
に
長
谷
川
吉
雄
氏
を
選
び
、
発
足
し
ま
し
た
。

 

何
し
ろ
雫
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
会
の
基
礎
づ
く
り
に
は
、
手
間
と
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。 

 

幸
い
、
松
江
市
の
強
力
な
支
援
が
あ
り
、
な
ん
と
か
形
が
整
い
ま
し
た
が
、
本
当

に
血
肉
の
通
っ
た
会
に
な
っ
た
の
は
、
石
の
上
に
も
の
譬
え
の
通
り
、
三
年
の
歳
月

が
経
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。 

 

何
と
か
、
早
く
と
い
う
の
で
、
三
水
会
と
い
う
集
り
、
つ
ま
り
毎
月
第
三
水
曜
日

の
夜
、
玉
造
口
に
あ
る
「
大
枡
」
で
、
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
、
腹
臓
な
く
語
り
合
う

会
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
う
ち
、
酒
も
い
い
が
、
一
体
感
を
出
す
に
は
、
や
は
り
歌
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
、「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
」
の
替
え
歌
「
ふ
る
さ
と
松
江
」
を
皆
で
作
詞
し
て
三

水
会
で
合
唱
し
た
の
で
す
。 

早
速
効
果
の
出
た
の
が
、
故
郷
松
江
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
ツ
ア
ー
の
目
あ
て

は
、
日
本
三
大
船
神
事
の
一
つ
、
“
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ 

”
の
見
学
で
し
た
。
十
二

年
に
一
度
と
い
う
勇
壮
き
わ
ま
り
な
い
神
事
の
見
事
さ
に
、
一
同
肝
を
奪
わ
れ
た
も

の
で
す
。 

 
 

そ
し
て
、
行
き
か
え
り
の
バ
ス
の
車
中
で
謳
っ
た
「
ふ
る
さ
と
松
江
」
の
大
合
唱
が
、 

松
江
会
の
結
束
を
一
気
に
昂
め
た
こ
と
で
す
。 

更
に
つ
け
加
え
る
と
第
四
回
の
総
会
を
“
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ 

”
の
前
日
、
松
江

市
庁
の
一
室
で
開
い
た
こ
と
で
す
。
実
は
そ
の
時
、
不
肖
私
が
二
代
会
長
に
選
ば
れ

た
の
で
す
が
、
故
郷
松
江
で
選
ば
れ
た
こ
と
の
意
味
を
深
く
考
え
、
今
後
の
運
営
に

努
め
た
い
と
、
つ
よ
く
決
意
し
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
、
設
立
の
苦
難
期
は
何
と
か

乗
り
越
え
ま
し
た
。
あ
と
は
、
県
都
松
江
を
故
郷
に
も
つ
、
こ
の
近
畿
松
江
会
を
ど

の
様
に
し
て
発
展
さ
せ
る
の
か
。
会
歌
は
、
歌
詞
の
末
尾
を
「
だ
ん
だ
ん
松
江
ふ
る

さ
と
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

会
発
足
の
鍵
は
、
こ
の
「
だ
ん
だ
ん
」、
つ
ま
り
、
皆
さ
ん
に
対
す
る 

“
感
謝 

”

し
か
な
い
と
、
自
分
に
言
い
き
か
せ
る
昨
今
で
す
。 

 
 

こ
ん
に
ち
は
！
近
畿
松
江
会
で
す
。 

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
各
島
根
県
人
会
・
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。 

第
一
回
目
は
、
近
畿
松
江
会
の
ご
紹
介
で
す
。 

 

ふ
る
さ
と
松
江 

 
    

※
曲
は 

故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
作
曲 

岡
野 

貞
一 

 
 
 
 
 
 

作
詞 

近
畿
松
江
会 

一 

神
話
は
語
る 

 
 

佐
陀
加
賀 

 

四 

牡
丹
薫
る 

 
 

 
 

八
束
路 

 
 

ご
縁
嬉
し 

 
 

 

八
重
垣 

 
 
 

 

紫
烟
け
む
る 

 
 
 

中
海 

 
 

熊
野
神
魂
も 

 
 

鎮
座
し
て 

 
 

 

恵
比
寿
シ
ョ
コ
ホ
イ 

五
本
松 

 
 

だ
ん
だ
ん 

松
江 

ふ
る
さ
と 

 
  

 

だ
ん
だ
ん 

松
江 

  

ふ
る
さ
と 

 
 

 

二 

千
鳥
お
城 

 
 

 

石
垣 

 
 
 
 

 
 

 
 

嫁
が
島
に 

 
 

 

茜
さ
す 

 
 
 

 
 

 
 

松
江
大
橋 

 
 

 

カ
ラ
コ
ロ
と 

 
 

だ
ん
だ
ん 

松
江 

ふ
る
さ
と 

 
三 
蜆
美
味
し 

 
 

 

宍
道
湖 

 
 

波
に
遊
ぶ 

 
 

 

夕
鴨 

 
 

勾
玉
湯
の
町 

 
 

浴
衣
が
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

だ
ん
だ
ん 

松
江 

ふ
る
さ
と 

近畿松江会事務局 

事務局長 竹谷 奬 

〒543-0014 大阪市天王寺区玉造元町

2-34 竹谷設計事務所内  

電話 06(6765)2101 FAX 06（6765）2104 

e-mail  osktake@ff.iij4u.or.jp 
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し
ま
ね
び
と リ

レ
ー 

Vol.1 

 

就
職
先
の
酒
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
店
店
長
に
昇
進
し

た
際
、
仕
事
の
う
え
で
何
か
自
分
に
「
は
く
」
を
つ
け
た

い
と
思
い
、
利
き
酒
師
の
資
格
を
取
得
し
た
事
が
、
そ
の

後
、
日
本
酒
ひ
い
て
は
島
根
の
地
酒
に
深
く
関
わ
っ
て
い

く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
バ
ー
ボ
ン

を
ロ
ッ
ク
で
飲
む
方
が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

（
笑
）。 

 

「
酒
匠
」、「
日
本
酒
学
講
師
」
と
い
う
山
陰
で
は
二
名
し
か

取
得
し
て
い
な
い
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
。

（
三
）
二
〇
〇
〇
年
に
利
き
酒
師
、
〇
六
年
に
酒
匠
、
〇

七
年
に
日
本
酒
学
講
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。 

利
き
酒
師
と
い
う
の
は
、
日
本
酒
の
味
を
判
別
す
る
資

格
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
日
本
酒
に
関
す
る
知
識

の
取
得
で
す
。
酒
匠
（
さ
か
し
ょ
う
）
は
テ
イ
ス
タ
ー
と

し
て
の
資
格
で
す
。
日
本
酒
学
講
師
の
資
格
を
取
得
す
る

と
、
自
分
の
持
つ
日
本
酒
の
知
識
を
「
伝
え
る
」、
つ
ま
り

講
師
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
日
本
酒
・

島
根
の
地
酒
の
知
識
を
学
ぶ
講
座
を
開
き
、
受
講
者
二
〇

〇
名
余
を
日
本
酒
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
認
定
し
、
日
本
酒
の

知
識
面
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
〇
八
年
か
ら
一
年
間
、
山
陰
中
央
新
報
に
島
根

の
地
酒
に
関
す
る
日
本
酒
コ
ラ
ム
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
講
座
で
は
、
酒
を
「
た
し
な
む
」・

「
楽
し
む
」
と
い
う
こ
と
に
も
焦
点
を
あ
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ａ
Ａ
〇
の
活
動
内
容
や
今
後
の
目
標
は
？ 

（
三
）
十
月
に
松
江
で
、「
し
ま
ね
の
地
酒
宴
結
び
」
を 

初
め
て
開
き
ま
し
た
。
飲
食
店
や
酒
販
店
の
方
と
酒
蔵

と
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
第
一
部
と
、
一
般
の
方

に
お
酒
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
第
二
部
に
分
け
て
開

催
し
、
大
好
評
を
得
ま
し
た
。 

こ
の
会
で
第
一
部
を
設
け
た
の
は
、
酒
の
作
り
手
と

売
り
手
の
交
流
を
深
め
、
知
る
こ
と
に
よ
り
、
販
路
を

開
拓
す
る
場
と
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
「
島
根
の

地
酒
を
盛
り
上
げ
る
」
と
は
、
単
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
え

ば
い
い
の
で
は
な
く
、
島
根
の
地
酒
が
売
れ
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

二
〇
一
二
年
に
、
酒
発
祥
の
地
と
も
言
わ
れ
る
島
根

で
、
全
国
か
ら
一
万
人
が
参
加
す
る
日
本
一
の
日
本
酒
祭

り
の
開
催
を
目
指
し
て
、
目
下
全
力
投
球
中
で
す
。 

          

近
畿
島
根
県
人
会
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！ 

（
三
）
島
根
に
は
三
五
の
蔵
元
が
あ
り
ま
す
が
、
先
人

か
ら
引
き
継
ぐ
も
の
、
新
た
に
開
拓
し
て
い
く
も
の
そ

れ
ぞ
れ
が
う
ま
く
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

酒
が
好
き
だ
、
と
い
う
周
り
の
雰
囲
気
が
酒
造
り
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
是
非
、
ふ
る
さ
と

の
酒
を
気
に
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

 

こ
の
頁
で
は
、
島
根
や
関
西
で
、「
島
根
」
に
関
す
る
活

動
を
さ
れ
る
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
第
一
回
目
は

松
江
市
内
で
日
本
酒
バ
ー
を
経
営
さ
れ
る
傍
ら
、「
Ａ
Ａ
Ｏ

（
エ
イ
！
エ
イ
！
オ
ー
！
）
島
根
の
地
酒
を
に
ぎ
わ
す
会
」

を
運
営
し
、
代
表
を
務
め
る
三
谷
尊
文
さ
ん
で
す
。 

 

★★★   
   

★★★   
   

★★★   
   

★★★   
   

★★★   
   

★★★   

「
Ａ
Ａ
Ｏ
島
根
の
地
酒
を
に
ぎ
わ
す
会
」
と
は
？ 

（
三
）
元
々
は
日
本
酒
を
楽
し
み
た
い
消
費
者
の
集
ま

り
で
す
。
島
根
に
は
い
い
酒
が
沢
山
あ
る
の
に
、
飲
食
店

で
供
さ
れ
る
酒
は
県
外
の
も
の
が
多
く
、
島
根
の
地
酒
を

飲
む
こ
と
が
で
き
る
シ
ー
ン
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
。ま

た
、
お
店
の
方
の
地
酒
に
関
す
る
知
識
も
少
な
く
、
い

い
酒
が
あ
る
の
に
勿
体
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
た
仲
間
と
立
ち
上
げ

た
の
が
、
Ａ
Ａ
Ｏ
で
す
。 

消
費
者
と
作
り
手
で
あ
る
蔵
人
を
結
び
、
そ
の
循
環
が

島
根
の
地
酒
の
盛
り
上
が
り
に
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
本
酒
講
座
や
、
飲
食
店
・
酒
販

店
売
上
利
益
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
可
も
申
請
中
で
す
。 

 

日
本
酒
と
三
谷
さ
ん
の
関
係
は
？ 

（
三
）
松
江
高
専
卒
業
後
、
東
京
や
大
阪
で
建
設
関
係

の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
二
六
歳
の
と
き
郷
里
松

江
に
戻
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

酒匠・ＡＡＯ代表 
三谷尊文さん（37） 
連絡先：090-4104-9010 

http://www.aao-aao.com/ 
http://www.shimane-sake.or.jp/ 
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関西エリアの島根イベント情報をお届けします  

～関西地区で島根県産品が買えるお店情報～ 

  阪急オアシス尼崎潮江店、いかりスーパーマーケット各店、だんだんショップ尼崎、大枡玉造本店ほ

か、まだまだ沢山あります。詳しい店舗・商品情報はこちら↓からご覧いただけます 

http://www.pref.shimane.lg.jp/osaka/ibento-jouhou.html 

   ～産直市情報～ 

★ＪＡ雲南産直市 

毎回大人気の産直市です。島根県奥出雲産の野菜や加工品を産地直送でお届けします！ 

【場所・日時】 

① 阪急オアシス尼崎潮江店/尼崎市潮江１－１６－１（ＪＲ尼崎駅北） 

平成２１年１１月１２日（木）～１３日（金）  

平成２１年１１月２６日（木）～２７日（金） 

② 阪急オアシス武庫之荘店/尼崎師南武庫之荘１－２１－１（阪急武庫之荘駅西） 

平成２１年１１月１９日（木）※１日限り 

 ★ＪＡいずもフェア 

  出雲から、富有柿・干し柿・ブロッコリーなど季節の農産物や、味噌・お茶などの加工品を産地直送

でお届けします！ 

   【場所・日時】 

① 阪急百貨店千里店（大阪モノレール千里中央駅） 

平成２１年１１月２１日（土） 

② 阪急百貨店西宮店（阪急電車西宮北口駅） 

平成２１年１１月２２日（日） 

③ 阪急百貨店北花田店（地下鉄御堂筋線北花田駅） 

平成２１年１１月２３日（月・祝日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

宍道湖のしじみを直送します！ 

漁師さんが作ったホームページ「しじみドットコム本舗」では、宍道湖産しじみを通信

販売で全国へお届けしています。美味しい食べ方・保存方法の紹介など、しじみ情報を

満載していますので、是非ご覧ください！！ 

問い合わせ先 

ホームページ http://www.sijimi.com/ 
TEL（フリーダイヤル）０１２０－４４３－４１８ 

 

 

お問い合わせ先：島根県大阪事務所 

しまね産品振興スタッフ 

電話：０６（６３６４）３６０５ 
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1 月 「宍道湖しじみ館」が松江しんじ湖温泉にオープンする 

しじみ映像コーナーやしじみ直販コーナーを設け全国一の漁獲量を誇る宍道湖のしじみのあらゆる情報を

紹介します。  

4 月 「多伎いちじく館」が道の駅「きらら多伎」前にオープンする 

約１００戸の農家が作るいちじく・蓬莱柿（ほうらいし）のＰＲコーナーや加工室、調理室などのほか、

ふれあいショップ、農林水産直売コーナーを設置しています。 

5 月  12 年に 1 度の日本三大船神事の１つホーランエンヤが 9 日間にわたって開催される 

 

6 月  前島根県知事澄田信義氏ご逝去される 

     

7 月  出雲大社で、６０年ぶりの大修復を進める国宝・御本殿の大屋根特別拝観が実施される

（～8 月） 

島根ワイナリー「早摘みデラウェア 2008」が国産ワインコンクール 2009 で入賞する 

北米系等品種・白部門において銀賞と最優秀カテゴリー賞のＷ受賞 

 

8 月  島根県立しまね海洋館アクアスのシロイルカ「アーリャ」に赤ちゃんが誕生する 

 

9 月  前島根県知事故澄田信義様お別れの会執り行われる 

石州半紙がユネスコ無形文化遺産登録に決定される 

出雲市の砂原遺跡で発掘された石器が約 12 万年前のもので、日本最古の旧石器と確認さ

れる 

 

 

2009 年の島根を振り返って 
島根に関すること、こんなことがありました。 

 

近畿島根県人会会員募集！！ 

 
皆様の周囲で当県人会に関心のある

方がおられましたら、下記まで御連絡く

ださい。 

活動内容や入会方法などを御説明い

たします。 
～近畿島根県人会事務局～  

担当:濱浦・天田  

℡(06)6364-3605 

〒530-0047 

大阪市北区西天満３－１３－１８ 

島根ビル２階 島根県大阪事務所内 

アーリャと 

赤ちゃんイルカ


